
インドネシア

　南スラウェシ州マカッサルから車で
約1時間。タカラール県は同州で最も
貧しい地域の一つだ。ここでは、せっ
かく小・中学校に入っても、貧しさ故に
途中でドロップアウトしてしまう子
どもたちが多い。そんな子どもたちに
セカンドチャンスを与えてくれるのが、
県の教育局が運営するスクール。基
礎的な学力とともに、“生きる力”を身に
付ける場となっている。
　ここで子どもたちに、活動の一つとし
てアクセサリー作りを教えているのが、
青年海外協力隊の熊倉百合子さん。
この日は地域の住民学習活動センター
で、スクールの卒業生やその家族、友
人らのグループが、アクセサリー作りに

取り組んでいた。
　「作るのがとても楽しいの」。そう話
す女性たちは、携帯ストラップやブレ
スレットのほか、最近では新たにネック
レス作りにも挑戦。技術の向上に比例
し、その種類も増えてきている。彼女ら
が作ったアクセサリーは、マカッサルの
ほか、首都ジャカルタのお土産屋や、
東京の雑貨屋などでも売られている。
　「私はいつかはここを離れなければ
いけません」。熊倉さんは、材料の仕
入れや売り上げの管理などを少しず
つ彼女たちに教えているという。
　アクセサリーで収入が向上したこの
グループは、教育局のモデルケースに
も指定されている。

　熊倉さんと地域住民の取り組みは、
少しずつ、でも確実に、“生きる力”をこ
の地に広めている。

生きる力をくれたアクセサリー
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「いいものを作れば必ず買ってくれる人はいる」。仕上
がり具合をチェックする熊倉隊員（右端）の目は優しく
も厳しい

問 ： K
,
s Slow Food

〒161-0032 東京都新宿区中落合2-21-11
TEL ： 03-3952-0829
URL ： www.ksslowfood.com/

★アクセサリーを20人の方にプレゼント！　
詳細は38ページへ→

ジャカルタ

マカッサル


